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元素の新しい立体周期表：エレメンタッチ 

前野 悦輝   

 

はじめに 

2003 年には，原子番号 110 の元素にダルムスタ

チウム（Darmstadtium）の名称と元素記号Dsが正式

に認められました．しかし元素の周期表として１枚の

表に凝縮された規則性は，これら新元素が発見さ

れても揺らぐものではありません． 

現在広く使われている元素の周期表は，1869 年

にメンデレーフによって考案された短周期表から出

発して，1905 年にヴェルナーによって改良された長

周期表を基にしたものです（図 1）．ヴェルナーの周

期表はもともとｆ電子系元素がｐ電子系とｄ電子系と

の間に組み込まれて横に長い，いわば「超長周期

表」でした１)．さて図1の長周期表は最も完成度の高

い周期表といえるでしょうが，一見不合理な点もあり

ます．本稿では，それらの問題点を解消するために

筆者が考案した新しい立体周期表｢エレメンタッチ｣

についてご紹介します 2)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長周期表の問題点 

まず長周期表の問題点のうち 3 つをあげます． 

１．典型元素の不連続性：マグネシウム 12Mg とアル

ミニウム 13Al という性質も似ており，原子番号から

も本来隣同士に並ぶべき元素の間隔が長周期

表では随分空いています．これはすぐ下の 4 周

期目にd電子系遷移金属元素があるためにやむ

なく生じたものです． 

２．化合物中や溶液中での元素の性質の表現：長

周期表は元素単体の特徴を整理するのに優れ

ている一方，化合物中での性質の表現にはやや

弱みがあります．たとえば 20Ca と 48Cdはいずれも

＋2 価のイオンになりやすく，これらの元素が属

する 2 族と 12 族の元素は，メンデレーフの短周

期表では同じ列に配置されていました．この他に

も，ともに+4 価の非磁性イオンになりやすい 4 族

の 22Ti と 14族の 50Sn も一見，無関係の位置にあ

ります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ヴェルナーの長周期表．本文中で問題にした元素については濃淡をつけて表示しています． 



3．希土類元素の別表扱い：ｆ電子系遷移金属元

素は下に別表扱いになっています．このため原

子番号 56 のバリウムと同 72 のハフニウムとの間

でも不連続性が生じています． 

これらの問題点を解消するような周期表は作れな

いものでしょうか? スプロンセンの著作は 1968 年ま

での周期表に関する科学史の集大成ともいえるでし

ょう１）．それによると連続性のある渦巻き型の周期表

も古くから多数考案されてきました 3)．問題解決に向

けたもうひとつの方法は周期表を立体化して表現の

自由度を高めることです．周期律を立体表現する試

みとして，メンデレーフに先立つシャンクルトアによ

る「地のらせん」(1862 年)やメンデレーフ自身やマイ

ヤーによるもの(1869－1872 年)があります．またヴェ

ルナー以降ではステッドマン(1947 年)によるものな

ど多数が考案されてきました．このような立体周期表

をペン立て型にした板倉の立体周期表は，我が国

の高等学校の教育現場でもよく知られています 4）．

これらに対して，図 2 に示した立体周期表「エレメン

タッチ」の構造は筆者の知る限り，これまでに報告の

なかった新しいものです． 

立体周期表エレメンタッチ 

まず上で述べた第 1 の問題点(不連続性)を解消

するために，元素記号を原子番号順に一列に並べ

た 1 本のテープをつくり，それをらせんに沿って筒

状に巻いていきます．第 2の問題点を解消するため

に，20Caまで巻いた後，Caの真下には 38Srのかわり

に同じ２価イオンをとりやすい 30Zn が来るようにしま

す．そのためにはｄ電子系の周期を s・p電子系元素

の周期より長くする必要が生じます．同様に f 電子

系元素に対してさらに長い周期の筒を設けることに

より，第 3 番目の問題点も同時に解消することがで

きます．結局，縦 9 行の長周期表より縦長の 12 行

からなる図２の立体構造が出来上がります．エレメン

タッチ（Elementouch）」という名称は，元素（element）

に触れる(touch)という意味と，「縦」に長い，「立って

いる」周期表という意味をかけたものです． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 元素の新しい立体周期表：エレメンタッチ 

 

現在ではハイテク産業を支える磁性材料をはじめ

として工業的にも極めて重要で身近な元素となった

ｆ電子系遷移金属元素も，別表扱いではなく，d 電

子系と対等に扱うことができました．上から見ると，

内側の円筒には s･p 電子系典型元素，真中の長円

の筒には d 電子系元素，そして外側の長円の筒に

は f 電子系元素が並ぶようになっていおり，原子核

の周りの s･p軌道，d軌道，f軌道に電子が順に入っ

ていく状況を示唆的に表現しています．つまり原子

核の周りをまわる電子の軌道を模式化した形になっ

ています． 

エレメンタッチでは 2 価，3 価，4 価になりやすい

元素がそれぞれ縦に一列に並んでいます．例えば

Ca とCd，Ti と Sn ，そして Y と La と Luがそれぞれ

縦一列に並んでいます．ルテチウム 71Lu は 3 価で

非磁性イオンとなる点で，ランタノイドを含む希土類

元素のうち 39Yや 57Laとよく似ていますが，図1の長

周期表ではそのことが明確ではありませんでした． 

エレメンタッチは，筆者の研究室のホームページ
2)から型紙をダウンロードしていただき，缶コーヒー

の空き缶にはりつければ自作できます．またペン立

てとして製品化され，京都大学生協 5)や科学グッズ

 



を扱うザ・スタディールーム，お台場の科学未来館

などで販売されているほか，インターネットでの販売

ルートもあり 6)，またこれまで国際会議の記念品や科

学関係の会社のノベルティ(販売促進グッズ)などに

も使われました 7)． 

最近ではエレメンタッチの立体構造をひとつの円

筒面上に投影した図案のマグカップ(図 3)も製品化

されました 5, 6, 8)．従来の周期表を世界地図にたとえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 エレメンタッチの図案を用いたマグ 

 

ると，エレメンタッチは元素の地球儀といえるかもし

れません(この発想は文献 4)にも述べられています)．

しかし地球儀より世界地図のほうが何かと使いやす

いものです．マグの図案をさらに平面にした図はい

わば｢元素の新しい世界地図｣といえるかもしれませ

ん．製品化する上で立体構造では表現が難しかっ

たのが水素の位置です．１H と 2He の連続性を保ち

つつ，水素は 3Li の真上に，またヘリウムは希ガス

10Ne の真上に配置したいのです．平面的な図案で

は１H と 2Heが 1s電子軌道をあらわす小さなループ

を描くようにすれば実現します． これはタオルや T

シャツのデザインとなりました 5, 6, 8)． 

本稿執筆にあたり貴重な情報をご教示いただい

た島原健三氏と，ご協力いただいた Studio21 の藤

原長憲氏に感謝いたします． 
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